
158 36巻3号 (1984.3) 生 産 研 究

研 究 速 報 l川日日lHHHl日日日日日日HHHIII日日HHIIII川IIHlHHIHIIIlHHl=HHHIHIHHm‖HlIIHHHllll日日川IIHHrl川川HllIIlllI

UDC624.131.524.001.57:624.131.21:539.62.08

模型砂地盤の支持力実験における砂箱側壁面摩擦の影響ⅠⅠⅠ
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1. は じ め に

ここではテフロンシートと砂が接触していないか,チ

フロンシー トを全く用いていない場合の,各種のタイプ

(タイプ4-8)10)における砂と平板の間の摩擦角を測

定した結果と,全体のまとめを示す.

2.実 験 結 果

タイプ2(図-20)を砂箱実験に用いると砂層内のひず

みのためテフロンシート自身に大きな引張力が作用する
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図20 砂と平板の間の各種の条件
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ため,けっきょくタイプ1と似たメカニズムとなり,け

っきょく砂と平板の間の摩擦抵抗力が大きくなることは

前10)に述べた.そこで,引韻抵抗が比較的小さいラテッ

クスメンブレン (ヤング率15.2kgf/cm2,厚さ200FLm)

を用いてみた.タイプ4(図一20)は,シリコングリース

KS63Gを60′Jm用いている.ラテックスメンブレンを

用いるのは同じであるが,シリコングリースKS63Gの

替わりに粘性がより高いダウシリコングリースを用いた

のがタイプ5である.タイプ6は,タイプ4におけるテ

フロンシー ト(TS)とその下のシリコングリースKS63G

(30/gm)を取 り除いたものである.実験結果(図-1810),

21,22)を見ると次のことがわかる.

(1) タイプ2とタイプ4の違いは,砂に接しているの

がテフロンシー ト(50/∠m)か,ラテックスメンブレン

(200〟m)かである.ん は一貫してラテックスメンブレ

ンを用いたタイプ4のほうが小さいのは,シリコングリ

ース層(初期厚さ60/Jm)内の応力集中度がタイプ4のほ

うが小さかったため,砂粒子下のグリース残存率が高か

ったためであろう.

(2) タイプ4とタイプ5の結果を比べると,これまで

に得ている結果8)･9)と同じく,6-Vが小さいときは,シ1)

コングリースKS63Gを用いたときのほうがダウグリー

スを用いたときよりもん は小さくなる.0-Yが大きくな

ると後者のほうが ん は小さくなる.この理由は前述し

たとおり,10)6-Vが小さいと粘性の低いシリコングリー

スKS63Gでも砂粒子の下から押し出されないが,♂'が

大きくなると,押し出されてラテックスメンブレンとテ

フロンシー トがより直接接するようになるためと思われ

る.最大せん断応力 T-maxはダウグリースを用いたタイ

プ5の場合ほぼ一定で0.007kgf/cm2であり,KS63Gグ

I)-スを用いた場合, T-m｡xは 6lvの増加 とともに若干増

加してゆき,6-V-0.05-0.4kgf/cm2の範囲ではだいた

い0.005kgf/cm2である.

(3) タイプ4のほうがタイプ6よりもん の値は小さ

い.これもまた,タイプ4におけるアクリルの上のシリ

HllHHHMlIHIIII川llILIIIHHlltHHlHIIIHllHHHlHJI‖IIHmlHE日日LIlllIMmllH日日HIHHlmLlHHHMlIIllllHmlHlHLIHIHHIHllHHHH(川Fll川IJ

28










